
外匡ほ吾はいい高等学校では英語以外にフランス語また

は ドイツ語をほんの少しばかりだがとにかく教えるそ

うである.しかしカセツ7- ト大学では英語一本槍で

ある｡一般的にいって,rl本の学生にくらべて会話は

できるようだが, 読解力は あまりよくないようであ

る｡ たとえば大学の1,2年生用の英語の教科書は語

いを1000語に限 られたものである｡出版物の少ないC/)

は低開発国の常であるが,ここでもその例に洩れず,

タイ語で書かれた大学の教科書,専門書は講義プリン

ト以外はなく,洋書の高価なこととあいまって,この

英語読書力の不足が大部分の学生達にとって大きな障

害になっているように見受けられる｡

学生達の日常生活は概して規則正しい｡出席をとら

れるせいもあろうが,さぼる学生はあまりない｡また

大部分の学生は経済的にあまり余裕がなく, 平均400

バーツ (約7-8千円)で1カ月を暮している｡した

がって,そういうわけでもないのだろうが,学生達の

スポーツ,娯楽などほもっぱらキャンパス内が多いよ

うだ｡母校愛, 上級生, 下級生の折り目はかなり強

く,学生自治会は政治活動を全然しない｡大学内の秩

序を守り,学生達のよりよい精神的,肉体的環境をつ

くりだすのに相当役立っている｡たとえば,種々の学

内行事を企画したり,出版を行なったり,売店を経営

したり,ときには品行のよくない学生を徴罰の意味で

用水路にはうりこんだりする.それだけに,学n:.達が

町-山掛けたりするときは服裳もきちんとし,--一般に

対する模範を示そうという気侍が見られる｡たとえば

乗物の中で率先して席をゆずったり,酔っ払いを食堂

からつまみだしたりというようなことをよ く経験 す

る｡

このように学生々活は口本のにくらべ,色々な面で

随分きちんとしたもので,少し窮屈気味なところもあ

るが,そのなかでも何といっても一番 大きい亡引ま落

罪,中退制度である｡入学した学生の半数近 くが5年

間に落伍してしまう｡上級生が尊敬を受けるのもあな

がち理由のないことではない｡そして残った半数の精

鋭連が晴れの学位授与式に臨み,ガウンをつけ四角の

帽子をかぶって,国王陛下てずから学位記を拝受する

ということになる｡

1942年カセツァー ト大学発足以来の卒業生総数は,

男1,751名,女248名の合計2,009名にすぎない ｡ この

うちの95%が農務省を主とするタイ国政府官吏,3%

が民間企業 (主として外国会社のバンコク支店など),

残りの2%が自家の農場主となっている｡

カセツァー ト大学がタイ国唯一の豊科大学であるこ

とや,そ0)卒業生の就職状況,大学の発展の経緯など

から分るように,タイの農業を将来どうやっていくか

という大問題が,まず大学の自治,学問の自由を云々

する以前のものとして立ちはだかっており,その意味

では種々の欠点は多々あっても,全仏としてほ,その

方向に向かってとにかく人材を送り山していると云え

よう｡

エ ー ル 大 学 だ よ り

ペンシルヴァニア州ルイスバーグのバックネル大学

で約2カ月の予備講習を受け,去年の9月はじめにニ

ュ- ･-ヴンに着きました｡その後の4カ月間の見聞

を簡単に記します｡

ご承知のように,エール大学は--ヴァ- ド大学と

ならんで,アメリカとしてほ早 くから外国研究を精力

的に進めて来た大学の一つ で,伝統ある名門であるこ

とはいうまでもありません｡1841年にアメリカで最初

酒 井 敏 明

C))サンスクリット語の教授が任命された0)はエールで

ありますし,その後主として言語,歴史,人Xll'i,地理

の分野で,非西洋諸国の研究が進められて来ました｡

特に外国語教育の面では,外国人教師によるインテン

シヴなオーラル ･メソッドというべきェ-ル ･メソッ

ドが確立され,第二次大戦によって急に大きな需要が

できたためでしょうが,極東言語研究所 (IFEL)が

誕生しました｡東および南アジア言語文学,スラヴ言
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語文学,言責吾学の3学科も戦後にできたようです｡現

在ⅠnternationalStudiesとしては AfricanStu･
dies,EastAsianStudies,LatinAITlericanStu-

dies, Russian and East European Studies,

SoutheastAsianStudiesoj5つのプログラムがあ

ります｡

SoutheastAsiaStudiesは1947年 アメリカでは

最初に設立されました｡RaymondKennedy,John

F.Embreeなどの人類学の大きな業績が重きをなし

ていたのでしょうが,その後着実に発展し,1959年以

来言語および地域センターとして,政府の補助金も大

変多いようです｡ 現在, 評議員会議長は KarlJ.

Pelzer氏,副議長は HarryJ.Benda氏, 教授は

言語学,人類学などとの兼任ですが8人,準教授から

講師までが 9人というスタッフです｡今年度開講され

ているコースは10,プログラム独自のものは少なく,

多 くは他の学科との共通講義です｡言語はインドネシ

ア語,タガログ語,ビルマ語,タイ語,ヴェトナム語

の5つ (マラヨポリネシア語は休講)か教育されてい

ます｡

SoutheastAsiaStudiesは修士課程をもら,dis-

ciplineを4コース,areaを2コ-ス, 言語を上級

まで履習した学/土がM.A.を与えられます｡言語は初

級,中級,上級の3コースに分かれていますから,入

学前の夏期休暇中に IFELで開かれる2カ月の 集中

講習に参加して,初級を終えておかないと,2年で修

了することはできません｡ Ph.D.ほ地理学, 政治学

などの学科に籍を置き,その学科で取得するという形

です｡今年は修士課程12人,Ph.D.Candidatesは7

人,他に私もその1人である specialstudentsが3

人います｡

今年のコースを次に記しますo

KarlJ.Pelzer,GeographyofSoutheastAsia.

HaroldC.Conklin,Language,CultureandSol

cietyinthePhilippines.

DavidN.Rowe,Problemsinthelnternational

RelationsofEastAsia,SoutheastAsia,and

thePacific.

PaulMus,Brahmanism and Buddhism-The

BackgroundoflndianTl10ught.

Harry∫.Benda,TheHistoryofSoutheastAsia

since1500.

Harry∫.Benda,Problemsin theHistory of

ModernSoutlleaStAsia.

NelsonI.Wu,TheArtofEasternandSouth-

ernAsia.

DavidN.Rowe,TheGovernmentsandPolitics

ofEast,SoutheastandSouthAsia.

LeopoldJ.Pospisil,Ethnology ofPapuaand

Australia.

JacquesBarrau,Man and Plantsin Tropical

Oceania.

はじめJj4っは前期で終了, 最後〔ノ)2つは後期か

ら,残りは通年シ)講義です｡

このうち私がとっていろJ)は Pelzer氏の地理だけ

で,他の講義の内容をお伝えすることはできません｡

Benda氏G⊃歴史は学/午.間のになかなか人気があるよ

うです｡Pelzer氏のクラスは受講生12人ほど, 他の

講義と同じく, SoutheastAsiaStudies または地

理以外を専攻する学年も受講しています｡東南アジア

の自然,文化,経済,政治の概念を与えるのが目的で,

去年出版 された CharlesA.Fisherの Southeast

Asiaを教科書に指定し,他に,地形,気候,土壌,

植任, 民族 などの主題 ごとに, いわゆる reading

assignmentがたくさん指定されます｡毎週月曜日の

午後2時間 Pelzer氏が各主題ごとに講義するのです

が,一定時間内に多 くの内容を語 らねばならぬからで

すが,ほとんど休む暇なしに語り続けるという調子で

す｡特に後半,農業を主とする経済生活を述べる段に

なると,戦前フィリピンと蘭印の農業開拓を実地調査

した経験があり,多年の蓄積がある氏の専門分野であ

りますから,講義にますます熱が入り,うまずたゆま

ず語り続けるという趣きがありました｡それでいて,

学生の比較的つまらない質問に対 しても,懇切に答え

るという態度があり,限られた時間数ではありますが

なかなか充実した内容があったと思います｡他の講義

もみな過 2時間または3時間であり,指定参考書や論

文が多いこと,学期末に試験があり, リポートを提出

させることなど,共通しているようです｡

言語教育については,先にあげた5つの言語,それ

ぞれ初級は週 9時間,中級 6時間,上級3時間の時間

数が割り当てられ,外国人教師が教えています｡私は

ビルマ語初級を選択していますが,先生2人に学生 1

人という変った クラスです. Cornyn氏ojSpoken
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エ-ル大学スターリング記念図書館

Burmese 止)改 訂 版 と して準 備 中の Beginning

Burmeseを教科書とし,主として文法的串項につい

ては言語学者の D.HaighRoop氏が, 発音をビル

マ婦人の Daw TinTinさんが分担して教えます｡

毎朝2時間ずつ (金曜日は1時間, 土曜, 日曜は休

み), 日本人には発音しにくい音が多いビルマ語会話

を先生2人を相手にやりますと,正直な話非常に疲れ

ます｡それでも先生の方が熱心なのに唯一ソ＼の学生で

ある私が怠けるわけにはゆかず,比較的封江､に勉強し

ているといってよいでしょう｡今年ビルマ語を習って

いるのは中級,上級にはいないので,私 1人です｡修

士課 程の12人は,タイ語4人,インドネシア語3人,

タガログ語3人, ヴェトナム語 2人に分かれていま

す｡

私はこの他に,地理学科uj気候学と,学部学生の一

般教養にあたる地質学序論を選択していますので,4

科目で過18時間になり,大学院学生の平均は週 8-12

時間ですから,かなり負担過剰の傾向があります｡

エ-ル大学の図書館 SterlingMemorialLibrary

は蔵書 400万冊以上, アメリカ弟 6位 cjj大図書館で

す｡東南アジア関係では特にビルマとインドネシアC/j

文献が豊富だといわれ,ビルマ語,タイ語の木が数千

冊はあるそうです｡中国語,日本語の東南アジア関係

の文献は,戦前のものが比較的揃っているようで,一

部は文献目録として HRAFから出版されていること

はご承知の通りです｡また図書館に AsianReading

Room と呼ぶ, 中匡Ⅰ語, 日本語を 中心とするアジア

諸国語の図書を専門におさめた部屋が あり, Siam

Rath(バンコク), TheGuardian(ラングーン),

SaigonDailyNews(サイゴン), StraitsTimes

(シンガポール), ⅠndonesianObserver(ジャカル

タ)などの,英語,現地語, 中国語の新聞や, 幾つか

の雑誌が読めるようになっています｡ただし, 1カ月

から4カ月近 くおくれて到着 しているのは,仕方がな

いことでしょう｡

また, ｢司じく図書館uj申C/)一室に HumanRela-

tionsAreaFilesが置かれています｡HRAFの本部

は大学の車心からは3キロほど離れたところに移転し

ました｡20人ほどのスタッフの中には去年ol)2月に;r,Tt

都大学に来た DorothyMurphyさんもいて, 毎日

仕事をしています｡

IFELでは中国語,日本語などの軽業がおこなわれ

ていますが,中国語のクラスには15人ほどuj学生oj他

に,軍の委託学生でしょうか若い制服の軍人が 100人

以上いるそうです｡地理学科の建物にはやはりその関

係の事務室が同属･しています｡,こうした点はわれわれ

にはきわめて奇異に感じられますが,アメリカとして

は当然のことなのかも知れません. 全学共同利用 U)

Language Laboratoryには 各国語o_)チ-プが用意

されていて,150人 くらいがそれぞれフランス語, ス

ペイン語など自分の希望のテープを別々に聞くことが

できるようになっています｡私もたまにビルマ語の発

音の練習に利用しています｡

Peat)odyMuseum には恐龍の骨格や アメリカ ･

インデ ィアン関係の収集品L,jJ他,東南アジア闇係oj艮

俗資料が展示されてあり,新しいものとしてPospisil

氏の西イリアン KapaukPapuanのものもあるよう

です｡美術館や稀教本図書飴をはじめ,これだけ立派

な博物館を持つなど,羨ましい限りです｡

SoutheastAsiaStudiesでは)｣に1回くらいのわ

りで公開講演会を開いています｡去年の10日から12)J

までしっ間に,インドネシアの国連大使 LN.Palar氏

U) ｢インドネシアとマレーシアの対決｣, フィリピン
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大学学長 CarlosP.Romulo氏の ｢フィリピンと東

南アジア｣, マレーシアの国連 大使 Radhakrishna

Ramani氏の ｢話題の焦点マレーシア｣, 前ホワイ ト

-ウス補佐官 E.G.Lansdale氏の ｢南ヴェトナムに

おけるアメリカの役割｣, キャンベラのオ～ス トラリ

ア国立大学 A.H.Johns氏の ｢現代インドネシア文

学の諸相｣が講演されました｡はじめの4回は政治学

科との共催,最後のは東および南アジア言語文学学科

との共催です｡後の2回は都合がつかず聞きませんで

した｡聴講者は教授,学生を中心に150人～200人,最

初 Pelzer氏が紹介し (ついでながら Pelzer氏は3

人の講師とは旧知の間柄,いずれも戦前にそれぞれoj

国で会っているそうです), 1時間半はど講演がおこ

わなれた後,質疑応答がありました｡現在の政治の焦

点が論題であれば関心が強いのは当然で,第 1回,節

3回ともなかなか鋭い質問が究せられました｡ Palar

氏, Ramani氏いずれの場合もまことに熱弁をふる

っていましたが,さすがに外交官らしく,肝心要めの

問題は語るのを避けていたように思われるのは,若二仁

物足りない感じを与えました｡

こうした講演会でも感じるのですが,講師にしても

聴講者にしても各国の人がいて,大学というものはヨ

ーロッパでもアメリカでも著 しく国際的であることを

特徴とするとは,よくいわれます｡学生にしても,エ

-ルには外国人学生が627人いて, 対全学生数の比率

は7.5%であると,去年の統計に見えています｡ 大学

院だけを考えれば,比率がさらに高まることはいうま

でもありません｡私が住む大学院の寮 HallofGra-

duateStudieにも,ヨーロッ/lO,中南米諸国はもち

ろん, インドやアフリカからの学生が たくさんいま

す｡もっとも,ⅠnternationalStudiesを専攻する外

国人学生はきわめて少ないようです｡

図書館には読みたい本が多いし,講義も興味深いも

のがあるのですが,今もって言葉が自由に操れないう

らみがあり,現在選択しているコースの準備だけで手

いっぱいというのが実情です｡残念ですが仕方があり

ません｡それでもあと半年なんとか努力を続けたいと

思っています｡
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